
OMU Students 海外留学レポート 
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私は５か月間マレーシアのマラヤ大学に留学していました。留学を検討している方に少しでもお役に立 
てたら幸いです。 
 
≪留学をしようと思ったきっかけ≫ 
看護学生として大学生活を送っている中で、「自分の人生はこのままで良いのか」という疑問が大学 2 年 
生になる前に湧き上がり、留学に挑戦することに決めました。興味のある社会学部の授業を取ることが 
できることや、高い教育水準を持っていること、そしてあまり一般的ではない留学先であるマレーシア 
のマラヤ大学を選びました。 
 
≪留学先での学習内容≫ 
マラヤ大学では、『identity, diversity and community』『sustainable development』の授業を取っ 
ていました。 
 
 
 
 
 
エッセイやプレゼンは基本的にはグループで進めました。 
 
 
≪生活の様子≫ 
火曜日と水曜日以外は授業がなかったので、週 3-5 で友達とご飯を食べたり、国外問わず旅行に行ったり
しました。 
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留学先 マラヤ大学 
留学期間  2023/9/19~2024/2/15 

マラヤ大学の 2年生レベルの授業を受けました。授
業は英語で行われているため、時折難しいと感じる
ことがありましたが日本語に翻訳すると、そこまで
難しくはなかったです。異なる点としては、授業が
2 時間あり、その後に 1 時間のチュートリアルがあ
ることです。チュートリアルではプレゼンテーショ
ンを行いました。 
 
 
 



基本的に友達はヨーロッパと韓国の友達が多かったです。マレーシアの学生さんは授業が忙しいため、遊
ぶことが難しいと感じました。しかし、マラヤ大学にはバディ制度があり、そのバディたちは比較的に留
学生と交流していました。マレーシアでは、マレー料理、中華料理、インド料理はもちろんのこと、日本
食や韓国料理、ドイツ料理など、多様な料理が楽しめました。そのため、友達と交代で自国の料理を紹介
しながら食事を楽しむことができました。 
 
≪英語力の変化≫ 
マラヤ大学には約 50 人の日本人留学生がいたそうです。そのため、自然に英語力が向上するというわけ
ではありません。英語力を向上させるためには、海外の友人を誘ったり、誘われたら参加したり、大学の
行事に積極的に参加するなど、自ら積極的な姿勢を持つことが必要だと思います。 
 
≪留学からの学び≫ 
留学を通して得たこととして大きなことは二つあります。一つ目は海外の友達のおかげで世界のことがより
身近に感じるようになったことです。マレーシアに住んでムスリムの友達を持つことでパレスチナ問題に興
味を持つようになりました。つまり海外の友達の国での出来事が自分ごととして捉えるようになったのです。
またそれに伴って、いつしか、私の中にあった海外の人への偏見が、実際に偏見であることに気付くように
なりました。マレーシアは多様性に富んだ国であり、その中で生活することで、自分の偏見が育まれる一方
で、それらが実際には偏見だったと気付くこともありました。これらの経験を通して、他者の行動や考え方
にはその人の文化や性格など、様々な背景が影響していることを理解するようになりました。それは日本に
いても同じです。同じ日本人でも、家族であっても、完全に互いのことを理解することはできません。多様
性の中でお互いに心地よく生活するためにはどこにいても“想像力”が必要だと思いました。 
 
二つ目は、セルフコンセプトクラリティが高くなったことです。セルフコンセプトクラリティとは、個人が
自己についてどれだけ明確な理解を持っているかを示す心理学の概念です。これが高まったことで自分とい
う人間が明確になり、人生の目的がみえやすくなりました。これは私がマレーシアで様々な常識に触れ、自
分の常識が覆されたことで、自分の常識にブレが生じ、改めて自分は何を大切にしたいのか、どのような価
値観を持っているのかを考えるようになったからだと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪留学後に思うこと≫ 
留学後に思うことは、“留学して良かった”ということです。そしてこの留学で得た財産は“友達との過ごし
た時間”だと思います。留学を考える方で“英語が話せるようになりたい”と思っている方が多いかもしれま
せん。私もその一人でした。しかし英語（外国語）は日本にいても習得することができます。留学で得たの
は単なる言語能力だけではなく、異なる文化や価値観に触れ、自己成長や視野の拡大です。また、留学先で
の生活は自立や対応力を養う絶好の機会でもあります。そのため、留学は言語の習得だけでなく、人間的な
成長や経験の蓄積にも大きく貢献します。留学経験は一生の宝物であり、のちにまた振り返ったときに自分
に自信と大きな喜びをくれると思います。みなさんもぜひ、留学を検討してみてください。 


